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世界文化遺産
オーセンティシティ

共催：文化庁、公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所、
　　　WHITRAP 上海（ユネスコ・アジア太平洋地域世界遺産研修研究所上海センター）
後 援 ：ICCROM（文化財保存修復研究国際センター）、独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所・奈良文化財研究所、
　　　 立命館大学歴史都市防災研究所、奈良県、奈良市
協 力 ：文化遺産国際協力コンソーシアム

文化遺産に関わる国際会議等の開催 2024

12.18 12.19水 木

2024

奈良県コンベンションセンター

各日 現地会場 30 名　　  ・オンライン同時配信

と

場所

10:00 ~ 17:00 9:30 ~ 17:00

（奈良県奈良市三条大路町 1 丁目 691-1）

定員 （先着順）

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所



お問い合わせ
公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター
文化遺産保護協力事務所（ACCU 奈良）

〒632-0032　奈良県天理市杣之内町 437-3
なら歴史芸術文化村　文化財修復・展示棟 2 階
TEL：0743-69-5010　FAX：0743-69-5021
e-mail：nara@accu.or.jp

新大宮駅

奈良市役所

奈良県コンベンションセンター

JWマリオット・ホテル奈良

【バス停】奈良市庁前

【バス停】
奈良県
コンベンション
センター

N

【バス停】三笠中学校・NHK前

会場アクセス

電車の場合

近鉄新大宮駅から徒歩約 10 分

バスの場合

奈良交通バス
「奈良市庁前」「三笠中学校・NHK 前」
「奈良県コンベンションセンター」
いずれか下車すぐ

申し込み方法
左記載の申込専用 QR コードまたは
ACCU 奈良 HP よりお申し込みください。
＊現地会場については、定員に達し次第受付を終了します。

＊現地・オンライン参加いずれも事前申込が必要です。

https://www.nara.accu.or.jp/ACCU奈良HP

締切：12 月 15 日（日）

12.18（第一部） 
　     世界遺産の実務におけるオーセンティシティの取扱いを検討する

プログラム

10:00　主催者・後援機関挨拶
10:20　来賓・参加者紹介

10:30　　　　　　＊オンライン講演

　　　クリスティーナ・キャメロン
　　　　 （モントリオール大学名誉教授）

11:15

　　　ガミニ・ウィジェスリヤ
　　　　 （ICCROM 事務局長特別アドバイザー）

11:55　休憩

13:20

　　　  クリスタル・バックレー
　　　    　（ディーキン大学名誉教授・元 ICOMOS 副会長）

14:00

　　　  ロヒト・ジギャス

14:40　第一部総括
　　　  
15:00　休憩

15:30　パネルディスカッション
[ 司会進行 ] 稲葉 信子　　[ サマライザー ] ロヒト・ジギャス
[ 討議参加者 ]
  西 和彦
  シャオ・ヨン
  江島 祐輔
  金井 健
  アレハンドロ・マルティネス
  上野 邦一
  内藤秋枝 ユミイザベル
  ほか全参加者

17:00　終了　

基調講演 I

講演 I

講演 II

講演 III

（筑波大学名誉教授）

12.19（第二部） 
　災害復旧時を例にその過程で生じた課題からオーセンティシティを考える

  9:30　開会

  9:40

　　　本中 眞
　　　　 （独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所長）

10:20

　　　　エリック・パロー

11:00　 

　　　　コウ・ホアイン
　　　　     （同済大学建築都市計画学院准教授・WHITRAP 上海）　
11:40　 休憩

13:00　　　　　　　　　　　　　　

13:40       　　　　　　＊オンライン講演

　　　　ジョ・サンスン

14:20 　第二部総括

　

14:40　 休憩

15:00　 総合討議
[ 司会進行 ] 稲葉 信子　　[ サマライザー ] ロヒト・ジギャス
[ 討議参加者 ] 全参加者

16:50　 閉会挨拶
　　　　森本 晋
17:00　 閉会

講演 IV‐日本

講演 V‐フランス

講演 VI‐中国

講演 VII‐ニュージーランド

講演 VIII‐韓国

（ICCROM プログラムマネージャー）

（フランス ICOMOS 委員長）

（ACCU 奈良事務所長）

＊プログラムは予告なく変更する場合があります。

稲葉 信子
稲葉 信子

（文化庁文化資源活用課文化遺産国際協力室世界文化遺産部門主任文化財調査官）

（独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所国際情報研究室長）

（京都工芸繊維大学准教授）

（奈良女子大学名誉教授）

（日本 ICOMOS 国内委員会会員（前理事））

（同済大学建築都市計画学院教授・WHITRAP 上海所長）

（ICCROM プロジェクトマネージャー）

（国立文化遺産研究院国立中原文化遺産研究所長）

世界文化遺産とオーセンティシティ
文化遺産に関わる国際会議等の開催 2024

1994 年にオーセンティシティに関する「世界文化遺産奈良コンファレンス
（以後、奈良会議）」が開催されて、今年で 30 周年を迎えます。奈良会議で
採択された「奈良文書」は今も文化遺産保護の分野に大きな影響を与えると
ともに、国ごとに様々な解釈も生まれ世界遺産の実務においては共通理解の
再確認が必要な状況も生じるようになっています。そこで今回、当時の会議
参加者による奈良文書成立の思いや目的を正確に記録するとともに、奈良会
議から何ができて何ができてこなかったかを、参加者とともに共有する場を
設けたいと思います。
奈良文書でも語られた「遺産の価値を測るうえでの指標」であるオーセンティ
シティは、その後、保存の実務に係る価値判断の道具として機能するはずで
したが、今なお具体的な運用について明確な指針が出せずにおり、当初の目

的を果たせていません。
そこで、本会議では一日目の第一部で当初からこれまでの経過を正確に記録
するとともに課題を洗い出し、二日目の第二部では、災害復旧時の国宝クラ
スの史跡・建造物の復原・復元に焦点をあて、各国のオーセンティシティの
理解（捉え方）に迫ります。対象を国宝クラスの最重要文化遺産に焦点を
あてることで、その国が文化遺産の何を「最も重要な価値」と判断したか、
そのプロセスに迫り、参加各国が捉えている「オーセンティシティ」を幅広い
視点で議論できるものと期待しています。
また、この会議を通して災害大国としての日本の知見と事例を議論の上で効
果的に発信するとともに、各国の「理論」と「実践」の実情につき情報を共
有する機会にしたいと思います。
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